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１．はじめに	
 	
 

	
 	
 	
 近年，人口減少や超高齢社会を背景に，公共交通を

軸としたまちづくり政策が活発化している．駅前広場

は，軌道交通と道路交通をつなぐ重要な都市施設とし

て位置づけられている．しかし，現在の駅前広場は道

路の一部，「道路広場」として整備されている．その

ため，駅前広場は交流や賑わいといった，「広場」と

しての本来の機能が失われている場合が少なくない．  

そこで本研究では，問題を抱える駅前広場を対象と

して，交流機能改善のために，交通空間と環境空間と

の均衡を図るための設定方法，および多様な利用者を

対象とするユーザビリティの評価方法についての検討

を行った． 

２．適正な環境空間率に関する設定方法の検討	
 

	
 本研究では，図-1 に示すように従来の交通空間に要

する割合が大きくなってしまった個別需要の積み上げ

方式にから，今後の人口動態や需要変更を見通した，

交通空間と環境空間の兼ね合いを図る方法を検討する．

そのためには，環境空間の集客性を重視し，相克する

施設間の空間需要の調和を考慮した，適正な環境空間

率を設定することが必要だと考えられる．ここで，環

境空間率とは，駅前広場全体に対する環境空間の割合

を示す．この方法による仮定のもと，需給空間の均衡

点に関する既往研究 1)に基づいて均衡点を求め，さら

に様々な条件に応じてトレースすることにより曲線を

描くことができるが，従来の積み上げ方式で整備され

てきた多くの駅前広場の環境空間率 v は，この均衡曲

線には従わずばらつきが大きく見られる． 

そこで，図-2 に示すように都市計画マニュアル等で

定められている駅前広場設計時の目安に加えて，新た

に交通機能と環境機能に折り合いをつける追加的な基

準が必要であると考えられることから，環境空間率へ

の配慮が異なる駅前広場の質的な差異に注目して，ユ

ーザビリティ評価指標を検討した． 

 

図-1 従来の駅前広場設計と本研究の視点 

 
図-2 駅前広場設計時の目安と追加的な基準 

 

３．多様な利用者を対象とするユーザビリティの評価	
 

	
 公共施設を対象としたユーザビリティでは「多様な

利用者によって，施設やインフラが本来目的を達成す

る為に用いられる際の，有効さ，効率，利用者の満足

の度合い」として用いることができる．このユーザビ

リティの向上を目指した段階的なプロセスとして，本

研究では PCU 概念を提案する．ここで，PCU とは，

Priority，Compact，Usability の頭文字を並べたもので

ある．図-3 に示すように，まず Priority では，駅前広

場およびその周辺空間において，交通モードの優先順

位を設定する．これより，駅前広場が保有すべき機能

を明確にすることができる．次に Compactでは，設定 
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図-3 PCU概念図 

図-4 PCU評価指標の抽出プロセス 

した優先順位に準ずる駅前広場のコンパクト化を行な

う．用地あるいは機能のコンパクト化を検討すること

で次の Usability へと結ぶ役割を果たす．そして

Usability において，多様な利用者を対象としたユーザ

ビリティの向上を検討することができる． 

この PCU概念に基づいて，自治体等の協力により駅

前広場に関する評価指標を作成した．これを用いて，

駅前広場を管理する自治体に対して交流機能改善のた

めのユーザビリティ調査を行った．調査は大阪府北部

の郊外都市に位置する駅のうち，34 駅を対象とした．

調査内容は，各評価指標に対して重要度（整備や管理

についての方針の優先順位）と満足度（現状の充足度）

について 5段階評価によって回答してもらった． 

	
 自己点検調査の結果より， 図-4 のように AIMS 基

準 2)に基づくスクリーニングによって，表-1 に示す

PCU 評価指標を抽出した．この PCU 評価指標より，

重要度と満足度とのギャップ値を用いた問題駅の抽出

を行った．数値が大きければ，PCU に関して問題を多

く抱えていると解釈することができる．表-2 に示すよ

うに，既存の駅前広場では，PCU 値の高い駅前広場は

環境空間率の低い駅である場合が多いということを確

認することができた． 

表-1 PCU評価指標

表-2 分析結果の例(左：既存駅，右：新駅) 

	
 また，新駅に対しても同様のユーザビリティ調査を

実施した．対象は北大阪急行延伸計画で新たに設置さ

れる新箕面駅とした．表-2 に示すように，現状では環

境空間率を 0.6 程度以上と設定しており，PCU 値およ

びギャップ値を算出すると，重要度および満足度（実

現可能性）が高くギャップ値も小さい結果を示した．  

４．おわりに	
 

	
 本研究では，駅前広場の交流機能改善のための手法

を検討した．調査分析の知見として，(1)ユーザビリテ

ィ評価指標による駅前広場を自己点検する指標体系，

(2)PCU のギャップ分析に基づき問題駅を抽出し，そ

れが環境空間率の低い駅であること，(3)新箕面駅の駅

前広場を対象として，環境空間率を 0.6 程度以上に設

定することにより，ユーザビリティに優れた駅が実現

する可能性が高いことを示した． 

 

参考文献	
 

1) 土井健司・岡本直久・村田朝雄：交通改善に起因

した観光地域の自然的土地利用の変化に関する分析，

土木学会論文集 No.569，pp.29～41，1997. 

2) European Commission Joint Research Centre: Study on 

Indicators of Sustainable Development at the Local Level, 

pp.21-22, 2004. 


	0435a1: 平成26年度土木学会関西支部年次学術講演会
	0435b1: Ⅳ- 35
	0435a2: 平成26年度土木学会関西支部年次学術講演会
	0435b2: Ⅳ- 35


